
 

    

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
政
策
創
造
研
究
科 

小
峰
ゼ
ミ
Ｍ
２
の
前
山
で
す
。
新
入
生
の
人

た
ち
は
も
う
学
校
生
活
に
慣
れ
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
先
生
も
生
徒
も
非
常
に

多
種
多
様
な
経
歴
や
知
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

な
の
で
、
授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生
徒

同
士
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
新
た
に
知
見

を
広
げ
た
り
、
協
力
し
て
何
か
新
し
い
こ
と

を
始
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

さ
て
、
そ
こ
で
今
回
は
政
策
創
造
研
究
科

に
あ
る
８
つ
の
ゼ
ミ
の
特
徴
や
活
動
内
容
等

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ

が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
を
知
っ

て
も
ら
い
、
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ゼ
ミ
間
の
壁
を
取

り
除
き
、
よ
り
交
流
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

【
小
峰
ゼ
ミ
】 

小
峰
ゼ
ミ
は
小
峰
隆
夫
教
授
の
も
と
、
小

規
模
な
が
ら
も
、
毎
回
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
小
峰
教
授
は
日
本
経
済
に
密

に
関
わ
る
少
子
高
齢
化
や
、
人
口
移
動
等
に

つ
い
て
の
研
究
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
ゼ
ミ
生
は
そ
れ
ら
の
問
題
を
踏
ま
え
つ

つ
、
論
文
作
成
を
し
て
い
ま
す
。
研
究
テ
ー

マ
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
が
、
根
底
に
あ
る
も
の

は
共
通
し
て
い
る
た
め
、
有
意
義
な
ゼ
ミ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
は
小
峰
教
授
と

の
議
論
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
月

は
小
峰
教
授
の
著
書
で
あ
る
「
日
本
経
済
に

明
日
は
あ
る
の
か
」
を
活
用
し
て
今
後
の
日

本
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年

様
々
な
地
域
の
視
察
を
行
い
、
そ
の
地
域
の

現
状
や
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
今
年
は
金
沢
視
察
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

 

【
石
山
ゼ
ミ
】 

石
山
ゼ
ミ
の
ご
紹
介
で
す
。
２
０
１
５
年

度
あ
ら
た
に
５
名
の
Ｍ
１
の
方
を
お
迎
え
し
、

修
士
課
程
１
５
名
、
研
究
生
３
名
、
博
士
課

程
７
名
、
併
せ
て
２
５
名
の
メ
ン
バ
ー
構
成

と
な
り
ま
し
た
。
石
山
恒
貴
先
生
の
ご
専
門

は
雇
用
及
び
人
的
資
源
管
理
で
、
民
間
企
業

で
の
お
仕
事
の
経
験
も
長
く
、
多
岐
に
わ
た

る
分
野
で
の
人
脈
が
大
変
豊
富
で
す
。
ユ
ニ

ー
ク
な
取
組
を
す
る
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
習

組
織
な
ど
と
連
携
し
た
課
外
活
動
や
合
同
ゼ

ミ
が
次
々
と
企
画
さ
れ
、
ま
た
希
望
が
あ
れ

ば
ゼ
ミ
外
の
方
の
参
加
も
歓
迎
す
る
な
ど
、

枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
ゼ
ミ
活
動
が
魅
力
で
す
。

昨
年
度
実
施
し
た
活
動
は
、
静
岡
の
企
業
視

察
、
Ｇ
Ｃ
Ｄ
Ｆ-

Ｈ
０
６
継
続
学
習
と
の
合
同

勉
強
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
枚
目
の
名
刺
の
成
果
発

表
会
、
キ
ャ
リ
ア
権
出
前
授
業
、
浜
野
製
作

所
訪
問
、M

S
D

工
場
見
学
等
多
数
。
そ
し

て
、
今
年
度
は
３×

３
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
見
学
、
武

蔵
境
自
動
車
学
校
視
察
、
人
材
育
成
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
会
と
の
合
同
勉
強
会
な
ど
、
オ

ー
プ
ン
な
学
び
の
機
会
は
ま
す
ま
す
加
速
し

て
い
ま
す
。
是
非
一
度
石
山
ゼ
ミ
に
遊
び
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！  

テ
ル
マ
エ
通
信 

２
０
１
５
年 

第
１
号 

 
 

～
各
ゼ
ミ
紹
介
・横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
～ 



 

 

【
上
山
ゼ
ミ
】 

か
つ
て
は
江
戸
川
区
の
職
員
を
さ
れ
て
い

て
、
政
策
学
と
工
学
の
博
士
号
、
さ
ら
に
一

級
建
築
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
上
山
肇
先
生

が
率
い
る
上
山
ゼ
ミ
は
２
０
１
３
年
に
発
足
。

今
年
度
は
博
士
課
程
２
名
、
修
士
課
程
８
名
、

研
究
生
１
名
が
在
籍
し
、
公
務
員
や
留
学
生

な
ど
様
々
な
学
生
が
共
に
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。 

上
山
ゼ
ミ
の
強
み
は
、
修
士
論
文
に
向
け
た

計
画
的
な
研
究
と
研
究
成
果
の
発
信
で
す
。

２
０
１
４
年
度
は
、
当
時
Ｍ
２
の
学
生
が
神

戸
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
建
築
学
会
で
発
表

し
、
当
時
Ｍ
１
の
全
員
で
そ
の
学
会
を
見
学

し
ま
し
た
。
学
会
終
了
後
は
神
戸
市
の
町
並

み
視
察
も
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
ゼ
ミ
生

は
、
Ｍ
２
以
上
の
全
員
が
日
本
建
築
学
会
で

発
表
し
、
Ｍ
１
は
全
員
で
そ
の
学
会
を
見
学

し
ま
す
。 

横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
２
０
１
３
年

度
は
静
岡
市
に
て
物
流
港
か
ら
賑
い
の
港
づ

く
り
へ
転
換
を
進
め
る
清
水
港
を
調
査
し
ま

し
た
。
２
０
１
４
年
度
は
長
野
県
小
布
施
町

を
訪
問
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
交
流
と
町
並
み

の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
上
で
調
査
を
し
ま

し
た
。
小
布
施
町
で
の
調
査
結
果
を
学
会
で

報
告
を
し
た
学
生
も
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

も
、
ま
ち
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
調
査
し
、
修
士
論
文
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
り

得
る
調
査
を
す
る
予
定
で
す
。  

 

【
増
淵
ゼ
ミ
】 

増
淵
先
生
は
明
治
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、

放
送
及
び
音
楽
産
業
界
で
活
動
。
Ｆ
Ｍ
北
海

道
、
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
、
ソ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

を
経
て
、
法
政
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究

科
修
了
。
そ
の
後
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
広
域
科
学
専
攻
修
士
、
博
士
取

得
。
法
政
大
学
専
門
職
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
客
員
教
授
を
経

て
本
研
究
科
教
授
に
至
る
。 

 

ま
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
コ
ン

テ
ン
ツ
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
形
成
、
メ
デ

ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
お

り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
国
内
外
問
わ
ず
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。 

増
淵
ゼ
ミ
で
は
、
先
生
の
幅
広
い
知
識
の
も

と
様
々
な
研
究
テ
ー
マ
を
持
つ
学
生
が
集
い
、

学
ん
で
い
ま
す
。 

ゼ
ミ
で
は
主
に
、
輪
読
や
ま
ち
歩
き
（
昨

年
は
、
原
宿
、
小
田
原
、
横
浜
中
華
街
、
神

楽
坂e

tc

…
）
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
自
身

で
そ
の
街
の
文
化
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
身
近
に

感
じ
研
究
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
外

部
講
師
を
お
招
き
し
て
、
講
演
し
て
も
ら
い

ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
を
問
わ
ず
様
々
な
生
の

声
を
聞
け
る
事
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
良

い
刺
激
に
な
る
事
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
今
年
度
の
横
断
ゼ
ミ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
鶯
谷
を
ま
ち
歩
き
す
る
予
定
で
す
。
風

俗
文
化
が
根
付
く
街
で
あ
る
と
共
に
文
豪
正

岡
子
規
が
晩
年
過
ご
し
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

様
々
な
顔
を
持
つ
鶯
谷
を
身
近
に
感
じ
、
新

た
な
発
見
が
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画

し
て
い
ま
す
。 

 

 



 

 

【
須
藤
ゼ
ミ
】 

須
藤
ゼ
ミ
に
は
、
修
士
１
０
人
・
博
士
２

人
、
計
１
２
人
の
学
生
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

先
生
の
ご
専
門
は
「
観
光
社
会
学
」
で
、
観

光
現
象
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
研
究

し
て
い
ま
す
。
調
査
の
た
め
に
観
光
地
に
赴

く
こ
と
は
、
ツ
ー
リ
ス
ト
と
し
て
観
光
地
を

眺
め
る
視
点
と
全
く
違
っ
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
人
間
の
、
現
代
社
会
の
在
り
様
を
ま
ざ
ま

ざ
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ゼ
ミ
生

も
そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
と
観
光
の
関
係
に
つ
い

て
様
々
な
視
点
か
ら
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

専
門
が
観
光
と
い
う
だ
け
あ
り
、
私
た
ち

の
ゼ
ミ
で
は
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
定
番
な
観
光
地
に
出
か
け
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
横
断

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
湯
河
原
・
熱
海
に
行
き
、

「
か
つ
て
栄
え
た
」
観
光
地
と
し
て
の
現
状

を
探
り
ま
し
た
。
昭
和
の
香
り
残
る
観
光
地

で
は
、
今
で
は
そ
の
古
さ
が
逆
に
ツ
ー
リ
ス

ト
に
と
っ
て
新
鮮
に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
で
、

ネ
タ
的
に
観
光
地
が
消
費
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
今
年
の
横
断
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
福
島
の
温
泉
地
に
行
き
、
そ
の

後
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
体
験
す
る
予

定
で
い
ま
す
。
新
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
形
を

感
じ
取
っ
て
こ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

【
岡
本
ゼ
ミ
】 

 

「
事
件
は
会
議
室
で
起
き
て
る
ん
じ
ゃ
な

い
。
現
場
で
起
き
て
る
ん
だ
！
」（
青
島
俊
作
）。

岡
本
ゼ
ミ
の
研
究
姿
勢
は
「
現
場
」
で
す
。 

ゼ
ミ
の
活
動
内
容
は
、
自
ら
、
現
場
に
行
く

事
で
見
え
て
く
る
特
徴
的
な
背
景
を
学
ぶ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
基
礎
的
な
知
識
や
論
理
的

思
考
力
と
創
造
力
を
大
事
に
し
、
常
に
理
論

と
実
践(

現
場)

を
行
っ
た
り
来
た
り
し
ま
す
。

本
ゼ
ミ
で
は
、
先
生
の
推
薦
図
書
の
輪
読
と
、

修
士
論
文
の
準
備
状
況
に
関
す
る
確
認
の
時

間
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
学

会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
、
外
部
講
師

に
よ
る
授
業
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
ゼ
ミ
活
動
を
し
て
ま
す
。 

昨
年
度
の
具
体
的
な
外
部
活
動
に
関
し
て

は
、
地
域
活
性
学
会
・
全
国
研
究
大
会(
網
走

市)

、
関
東
支
部
会
へ
の
参
加
、
法
政
大
学
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(

年
３
回)

へ
の
参
加
と
、
群
馬
県
東
吾
妻
町

の
大
戸
診
療
所
、
島
根
県
浜
田
市
・
広
島
県

熊
野
町
、
長
野
県
飯
田
市
・
伊
那
市(

横
断
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト)

、
徳
島
県
神
山
町
「
神
山
バ
レ

ー
」、
上
勝
町
「(

株)

い
ろ
ど
り
」
へ
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

【
坂
本
ゼ
ミ
】 

中
小
企
業
７
０
０
０
社
余
り
を
訪
れ
、「
い

い
会
社
」
を
研
究
し
て
い
る
坂
本
光
司
教
授

の
元
、
６
６
名
（
２
０
代
〜
７
０
代
）
の
ゼ

ミ
生
が
企
業
視
察
を
通
し
て
全
国
へ
出
向
き
、

実
際
の
現
場
や
経
営
者
の
声
を
聴
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
（
経
営
）
に
活
か
し
て
お
り
ま

す
。
最
近
で
は
毎
年
ゼ
ミ
生
と
の
共
著
２
〜

３
冊
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
「
人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
」
を

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
の
通
り
、「
人
を



 

大
事
に
」
す
る
こ
と
が
今
後
の
社
会
の
流
れ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
の
全
体
研
究
テ
ー
マ
は
「
社
員
と
家

族
が
喜
ぶ
福
利
厚
生
１
０
０
例(

仮)

」
ユ
ニ

ー
ク
な
表
彰
制
度
、
子
連
れ
出
社
、
社
内
家

族
運
動
会
、
昼
寝
奨
励
制
度
な
ど
な
ど
。
各

自
１
社
受
け
持
ち
出
版
と
い
う
成
果
物
と
す

る
予
定
で
す
。 

 

 

【
樋
口
ゼ
ミ
】 

樋
口
ゼ
ミ
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的

責
任
）
論
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
つ
つ
、
幅
広

い
視
野
で
、
現
代
企
業
と
社
会
的
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
論
と
言
っ
て
も
、

論
理
や
道
徳
の
次
元
の
議
論
を
す
る
の
で
は

な
く
、「
市
場
経
済
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
の
関
係
を
手

が
か
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
、
地
域
の
課

題
に
対
し
て
、
何
か
出
来
る
の
か
を
具
体
的

に
考
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
、

各
人
の
問
題
意
識
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
消
費

者
問
題
、
環
境
問
題
、
企
業
、
介
護
予
防
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
各
自
、
研
究
を
深
め
て
い
ま
す
。 

ゼ
ミ
活
動
は
、
参
考
文
献
の
輪
読
や
、
テ

ー
マ
毎
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
ほ
か
、
ゲ
ス
ト
・

ス
ピ
ー
カ
ー
の
招
聘
と
意
見
交
換
、
他
大
学

や
地
域
と
の
交
流
、
ゼ
ミ
旅
行
な
ど
、
ゼ
ミ

生
の
自
主
的
な
提
案
を
尊
重
し
つ
つ
、
年
間

を
通
じ
て
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
は
、
長
野
善
光
寺
界
隈
の
空

き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
や
小
布
施
訪
問
、

２
０
１
４
年
度
は
、
北
海
道
の
市
民
風
車
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

樋
口
ゼ
ミ
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
豊
か
に
、
そ

し
て
楽
し
く
学
ぼ
う
」、
毎
週
土
曜
日
、
そ
の

週
の
学
習
を
ま
と
め
つ
つ
、
仲
間
と
忌
憚
な

く
語
り
合
う
時
間
を
共
有
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

 

【
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
レ
ゼ
ン
日
程
】 

 

各
ゼ
ミ
で
行
う
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の 

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
す
。 

 

日
時
は
、
土
曜
日
の
昼
休
み
か
ら
で
す
。 

割
り
当
て
は
、 

 

６
月
１
３
日 

小
峰
ゼ
ミ
・
石
山
ゼ
ミ 

 

６
月
２
０
日 

増
淵
ゼ
ミ
・
須
藤
ゼ
ミ
・ 

上
山
ゼ
ミ 

 

６
月
２
７
日 

岡
本
ゼ
ミ
・
樋
口
ゼ
ミ
・ 

坂
本
ゼ
ミ 

 

と
な
り
ま
す
。
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

 


